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大畑第1地区汚水末端管渠布設工事（私道）
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S=1:20１号マンホール標準構造図

※地上より5ｍ以深に設置となるマンホール部材はⅡ種とする。

　また、マンホール深が5ｍ以上となる場合は、マンホールの中間付近に

中間スラブ（ＦＲＰ製、二分割後付用）を設置する。
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S=1:20汚水桝及び取付管標準構造図

（ストレート桝） （ドロップ桝）

100×100－200（ゴム輪受口）

官
民
界

官
民
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（曲管＋支管接続） （支管接続） （人孔接続）
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※汚水桝を道路上に設置する場合、防護蓋の耐荷重はマンホール蓋に準拠とする。
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汚水桝蓋詳細図
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大畑第1地区汚水末端管渠布設工事（私道）

私道 (As)

機械埋戻

掘削幅

路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)　t=100

1
00

本復旧

私道 (G)

※本復旧は、全幅復旧とする。

機械埋戻

掘削幅 影響幅

　表　層　工：再生密粒度アスコン(20F)　　　t= 50

　上層路盤工：粒調砕石(M-40)　　　 　　　　t=150

　下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)　t=150

1
50

1
50

50

3
50

仮復旧 本復旧
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50

表　層　工：再生粗粒度アスコン(20) 　　　t= 30　

上層路盤工：粒調砕石(M-40)　　　 　　　　t=170　

下層路盤工：再生クラッシャーラン(RC-40)　t=150　

（本管分） （取付管分）


